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今号の表紙 統計情報

人口／ 81,021 人

世帯／ 33,430 世帯

木に触れて育む
緑を守るこころ

三沢西部小学校 森林学習〈11 月 12 日㈭〉

　森林での学習活動や社会奉仕活動な
どを通して、子どもたちが心豊かな人
間に育っていくことを目的とする全国
組織「緑の少年団」。本市では、三沢西
部小学校の児童が平成 4年度から団員
として活動しています。
　この日活動に参加した児童は17人。
２班に分かれ、森林学習とおたかぽっ
ぽの絵付けを体験しました。校庭でお
気に入りの木を見つけて大きさを測っ
たり、笹野一刀彫職人の指導のもと、お
たかぽっぽの目や羽を描いたりするな
ど、木との触れ合いを通じて、自然の
大切さや本市の伝統文化を学びました。

　特集に登場した三沢母子愛育班から、小
こ

竹
たけ
タズ子

こ
さん（写真左）と松

まつ
隈
くま
富
と
美
み
子
こ
さん

（写真右）、そして、三沢地区に住む杉
すぎ
沼
ぬま
絵
え

理
り
さんと穏

しず
季
き
くん親子（写真中央）に協力い

ただきました。三沢公園内の紅葉と皆さん
の柔らかい表情が印象的な１枚となりまし
た。（撮影：11月 16日㈪）
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	 男／ 40,065人
	 女／ 40,956人

対前月比／ 44世帯↗

令和 2年
10月 1日現在

広報よねざわ　2020 年 12 月 1 日号



3 2020.12.1

山形の魅力を伝えるため
いざ出陣！

「米沢品質向上運動」とは

山形県や米沢市の魅力を全国に伝える戦国武将隊

やまがた愛の武将隊（中央４丁目）

演舞を披露する武将隊刀の持ち方を教える直江兼続公

　山形の歴史や文化の魅力を全国に発信している「やま
がた愛の武将隊」。各地のイベントに出陣し、力強い演舞
と地元愛溢れる軽妙なトークで、県内外を問わず多くの
人を魅了しています。今回は愛の武将隊の皆さんに、そ
の活動にかける想いをお聞きしました。
　「古来より守り継いできた多様な文化と、上杉神社や
米沢城跡をはじめとした素晴らしい観光資源に恵まれな
がら、奥ゆかしい県民性ゆえに積極的な情報発信を慎む
風潮が山形県には確かにある。有

あ
り体

てい
に申せば、競い合

うことが不得手なのだ」と想いを語るのは、直江兼続公。
そんな県民性や古くからの伝統なども含めて、ありのま
まの山形の魅力を知ってもらうための媒体となることが
愛の武将隊の役目であると兼続公は胸を叩きます。「我
らが他県に赴き山形の魅力を発信し、興味を持ってもら
う。そして我らをきっかけに山形を訪れた人々を『よく
ござったなし』と県民の皆々で温かく迎えることこそが、
理想的な PR の形だと考えており申す」。こうした活動が
実を結び、最近では子どもたちから「将来は愛の武将隊
に入りたい」と言ってもらえることも多くなってきたと、
武将隊の皆さんは笑顔で語りました。
　今年で結成 10周年を迎えた愛の武将隊。今後の目標
について、武将隊の皆さんは「武将隊という存在が、米
沢に住まう人々にとって上杉神社と同じように誇れる存
在になれるよう精進を重ねて参る所存。米沢は歴史を体
験できるまち、武将のまちだということを、誰もが自信
をもって発信できるよう日々、お役目に励んで参りたい」
と、力強く語りました。

平成22年結成。水
すいばらひたちのすけちかのり
原常盤介親憲公（写真左）、上

うえすぎえちごのかみかげかつ
杉越後守景勝公（写

真中央左）、直
なおえやましろのかみかねつぐ
江山城守兼続公（写真中央右）、火

ほ
焔
むら
様（写真右）を

含む総勢９人の武将が、本市を拠点に全国に山形を PRしている。

　本市では、挑戦と創造のあかし「米沢品質」をスローガンに掲げ、産品だけではなくサービス・観光・
文化・行政など、様々な領域の「挑戦と創造」を喚起し、付加価値を高めていくことを目的に「米沢
品質向上運動」を展開しています。本市のブランディングに賛同し、この運動に参加するプレイヤー
が「TEAM	NEXT	YONEZAWA（TNY）」です。（11月 14日現在、171の企業・団体・個人が登録）
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笑顔のバトン
三沢母子愛育班が結んできた地域との絆

　山形県で唯一の母子愛育班である「三沢母子愛育班」。三沢地区（小野川・赤芝・簗沢）の子育て
を見守り続けて、今年で 47 年目を迎えました。この特集では、子育てに伴う悩みや孤独に優しく
寄り添い、地域との絆を結んできた三沢母子愛育班の活動を紹介します。
■問合せ／健康課母子保健担当☎ 24-8181
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母子愛育班とは母子愛育班とは
　昭和８年の上皇陛下ご誕生をきっか
けに実施された母子の保健と福祉のた
めの活動のひとつで、特に農村部での
乳児死亡率の低下を目的として全国に
広まった組織です。三沢母子愛育班は
昭和 48年から活動を開始しました。

生後１か月の杉
すぎ
沼
ぬま
穏
しず き
季くんを温

かく見守る三沢母子愛育班の小
こ

竹
たけ
タズ子

こ
さん（左）と班長の松

まつ

隈
くま
富
と
美
み
子
こ
さん（右）。

【11月 16日㈪撮影】

三沢母子愛育班は
大切に守りたい地域の活動
　昭和 48年に結成した三沢母子愛育班は、長い
間、地域の母子保健に向き合ってきました。日
頃の活動は、三沢地区に住む方々への見守り・
声掛け、地元保育園や学童との交流、母子に対
する研修会、健康課が行う妊婦・乳幼児訪問へ
の参加などです。また、お年寄りに対して健康
に関する研修を行うこともあり、親子のみなら
ず、子どもを取り巻く環境に広く目を向けなが
ら、地域と積極的に交流を行っており、その活
動は全国からも評価されています。先輩保健師
から代々引き継がれ、保健師の中でもとても大
事にされてきた活動です。
　三沢母子愛育班の活動は、基本的に班員によ
る自主的なもので、私たち健康課はバックアッ
プする形で関わっています。加えて、行政の強
力なパートナーとしても重要な役割を担ってい
るんです。例えば、悩んでいるお母さんに対して、
保健師の目が行き届かないような場合に、班員
の皆さんの見守り活動が行政のサポートにつな
がった事例もありました。地域の声に寄り添っ
て自主活動をしたり、行政の橋渡しになってく
ださったりと、とても頼りになる存在です。
　私たち保健師は、核家族化が進んだ現代や、コ
ロナ禍により外出が制限される状況下で、母子
の孤立化を心配しています。今だからこそ、三
沢母子愛育班の声掛けや見守りが大切だと感じ
ています。一部地域の活動ではありますが、こ
れまで長く続けてこられたのは、地域の理解と
協力、そして班員の活動に対する気持ちがあっ
てこそです。その思いを私たちも大切にしたい
ですし、今後も長く続いてほしいと思う活動で
すね。

健
康
課
母
子
保
健
担
当

　
主
任　
佐さ

藤と
う 

麻ま

希き

笑顔のバトン
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Interview　見つめてきた三沢地区の子育て

愛
育
班
員
に
な
っ
て
25
年

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
見
守
り
続
け
る

　
平
成
７
年
に
愛
育
班
員
と
な
っ
た
小
竹
タ

ズ
子
さ
ん
。
活
動
の
第
一
線
か
ら
は
退
い
た

も
の
の
、
79
歳
と
な
る
今
で
も
愛
育
班
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
三
沢
地
区
の
子
育
て
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
は
、
以
前
班
長
を
さ
れ
て
い
た
人
か

ら
頼
ま
れ
て
愛
育
班
に
入
っ
た
の
で
す
が
、

地
域
の
人
の
協
力
や
声
が
け
も
あ
り
、
現
在

ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

　
小
竹
さ
ん
が
今
も
続
け
て
い
る
「
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
」
で
は
、
新
生
児
が
生
ま
れ
た
家
庭

に
保
健
師
と
一
緒
に
訪
問
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん

の
身
長
や
体
重
を
聞
き
取
っ
た
り
、
愛
育
班

員
手
作
り
の
ス
タ
イ
な
ど
を
渡
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
こ
の
訪
問
は
、
三
沢
地
区
で
お
母

さ
ん
に
な
っ
た
人
と
班
員
と
の
顔
合
わ
せ
も

兼
ね
て
お
り
、
地
域
の
中
で
、
お
母
さ
ん
が

孤
立
し
な
い
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
訪
問
の
時
に
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
子
が

見つめてきた三沢地区の 47年
　発足から今年で 47 年目を迎える三沢母子愛育班。地域の子育てを見

守ってきた愛育班は、どのような活動を行っているのでしょうか。ここで

は、その主な取組内容と班員へのインタビューを紹介します。

三沢母子愛育班　班員
小
こ

竹
たけ

 タズ子
こ

 さん（小野川町）

三沢母子愛育班のマーク
「三沢の花 エンレイ草」
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　10 月 29 日㈭、三沢母
子愛育班の皆さんが三沢コ
ミュニティセンターに集ま
り、「愛育だより」の発行作
業と、一緒に配布する折り
紙の制作を行っていました。
一つ一つ、丁寧に作られる
折り紙には「子どもたちに
喜んでもらいたい」という
願いが込められています。

　
「
愛
育
班
」
は
、
昭
和
11
年
に
恩お
ん

賜し

財
団

母
子
愛
育
会
の
指
導
で
始
ま
っ
た
住
民
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

　
本
市
の
三
沢
母
子
愛
育
班
は
昭
和
48
年
に

結
成
さ
れ
、
今
年
で
47
年
目
。
班
員
は
、
会

員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
家
庭
の
主
婦
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
班
長
の
松
隈
富

美
子
さ
ん
の
他
、
13
人
が
所
属
し
、
日
常
生

活
に
お
け
る
健
康
上
の
困
っ
た
こ
と
や
改
善

し
た
い
こ
と
な
ど
を
、
地
域
社
会
の
つ
な
が

り
や
情
報
交
換
の
中
で
確
認
し
合
い
、
母
と

子
の
保
健
を
中
心
に
、
地
域
全
体
の
健
康
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
も
あ
り
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
例
年
は
「
班
員
研

修
会
」
や
「
学
童
保
育
施
設
と
の
交
流
会
」、

「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」（
６
頁
下
部
に
内
容
記

載
）
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
母
子
保
健
や
福

祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
三
沢
地
区

親
子
交
流
会
」
に
は
例
年
多
く
の
住
民
が
参

加
し
、
親
や
子
ど
も
同
士
で
、
折
り
紙
や
季

節
の
催
し
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
取
材
中
に
お
聞
き
し
た
「
今
年
は
親
子
交

流
会
が
な
く
て
残
念
」
と
い
う
お
母
さ
ん
の

声
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
愛
育
班
の
活
動

の
一
部
は
「
地
域
の
恒
例
行
事
」
と
い
う
側

面
も
あ
り
、
三
沢
地
区
内
で
は
地
域
に
根
付

い
た
組
織
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
と
、
や
っ
て
い
て

良
か
っ
た
な
あ
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
見

守
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
が
登
校
す
る
と

き
に
、
『
い
っ
て
き
ま
す
』
と
大
き
な
声
で

言
っ
て
く
れ
る
度
に
、
と
て
も
う
れ
し
く
な

り
ま
す
」。

　
小
竹
さ
ん
が
愛
育
班
員
と
な
っ
て
、
今
年

で
25
年
。
平
成
14
年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
の

４
年
間
は
班
長
も
務
め
、
市
内
で
児
童
虐
待

を
予
防
す
る
研
修
会
な
ど
も
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
平
成
26
年
の
４
月
に
は
、
小
竹
さ
ん

の
班
員
と
し
て
の
地
道
な
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
愛
育
班
員
の
全
国
大
会
で
母
子
愛
育

会
の
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

今
の
子
育
て
で
大
切
な
こ
と

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を

長
年
に
わ
た
っ
て
見
続
け
て
き
た
小
竹
さ

ん
。最
後
に
、「
今
の
子
育
て
で
大
切
な
こ
と
」

を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
共
働
き
の
家
庭
が
増
え
て
い
る
昨
今
、

お
母
さ
ん
だ
け
が
子
育
て
を
抱
え
込
み
、
孤

立
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
よ
う
で
す
。
頑

張
り
す
ぎ
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
悩
み
が

あ
っ
た
ら
、
私
た
ち
や
保
健
師
さ
ん
な
ど
、

誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」。

　
お
母
さ
ん
が
悩
み
ご
と
を
気
軽
に
相
談
で

き
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
三
沢
母
子
愛
育
班
。
少
子
高
齢
化
や
核

家
族
化
が
進
む
現
在
、
私
た
ち
が
安
心
し
て

子
育
て
を
行
う
た
め
に
は
、
小
竹
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
愛
育
班
の
存
在
が
、
一
層
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
に
根
付
く

三
沢
母
子
愛
育
班

笑顔のバトン
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制作した愛育だよりと折り紙を配布する小竹タズ子さんと、受け取る鈴木慶さん・杏ちゃん親子（11月１日㈰撮影）

Interview　子育てをみんなで見守る地域

三
沢
母
子
愛
育
班
の
方
は

本
当
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う

　
小
野
川
町
で
３
姉
妹
の
子
育
て
を
し
て
い

る
鈴
木
慶
さ
ん
は
、
三
沢
母
子
愛
育
班
が
活

動
し
て
い
る
三
沢
地
区
は
「
子
育
て
を
み
ん

な
で
見
守
っ
て
い
る
地
域
」
と
感
じ
て
い
る

と
言
い
ま
す
。

　
取
材
に
訪
れ
た
日
は
、
三
沢
母
子
愛
育
班

が
発
行
し
て
い
る
「
愛
育
だ
よ
り
」
が
発
行

さ
れ
る
11
月
１
日
㈰
。
小
野
川
中
分
班
の
班

員
で
あ
る
小こ

竹た
け
タ
ズ
子こ

さ
ん
が
、
慶
さ
ん
と

娘
の
杏
ち
ゃ
ん
に
手
渡
し
を
し
ま
し
た
。
小

竹
さ
ん
の
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
は
皆
「
小

竹
ば
あ
ち
ゃ
ん
」と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

慶
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
本
当
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
慕し
た

っ
て
い
て
、
よ
く
お
家

に
遊
び
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
目
を
か

け
て
も
ら
っ
て
、
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
す
。
慶
さ
ん
の
お
子
さ
ん
は
一
番
上
の

子
が
11
歳
で
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
外
に
出
て

遊
ぶ
こ
と
も
多
い
と
言
い
ま
す
。「
子
ど
も

が
外
を
出
歩
い
た
り
し
て
い
て
も
、
愛
育
班

の
小
竹
さ
ん
を
は
じ
め
地
域
の
人
が
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
遊
ば
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、
慶
さ
ん
は
話
し
ま

し
た
。

地
域
の
行
事
が
少
な
く
て
も

そ
の
つ
な
が
り
は
続
い
て
い
ま
す

　
「
本
当
な
ら
今
日
は
三
沢
文
化
祭
の
日

だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
」
と
残
念
そ
う
に
話
す

慶
さ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
今
年
は
地
域
行
事
の
中
止
が

相
次
い
で
お
り
、
三
沢
母
子
愛
育
班
の
活
動

も
、今
年
は
縮
小
し
て
い
ま
す
。
慶
さ
ん
は
、

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
三
沢
母
子

愛
育
班
の
存
在
は
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
話

し
ま
す
。「
地
域
の
行
事
が
な
い
の
は
残
念

で
す
が
、
な
く
て
も
愛
育
班
の
方
々
と
の
つ

な
が
り
は
続
い
て
い
ま
す
。
三
沢
地
区
は
地

域
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
学
校
を
通
さ
な
く

て
も
、
親
同
士
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と

言
い
、
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と

話
し
ま
し
た
。

　
健
康
課
の
保
健
師
が
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

た
家
庭
全
戸
に
対
し
て
行
う
「
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
」
も
、
三
沢
地
区
で
は
愛
育
班
員
と
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
行
い
ま
す
。「
初
め
ま
し
て
」

と
出
会
っ
た
そ
の
日
か
ら
「
大
き
く
な
っ
た

ね
」
と
声
を
掛
け
、
我
が
子
の
成
長
を
身
近

で
見
守
り
続
け
て
く
れ
る
地
域
の
人
が
い
る

こ
と
は
、
親
に
と
っ
て
も
、
大
変
心
強
い
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鈴す
ず
木き 

慶け
い 

さ
ん
・
杏あ
ん 

ち
ゃ
ん
親
子

（
小
野
川
町
）

子育てをみんなで見守る地域
　三沢母子愛育班は、保育園や学童、地区文化祭、コミュニティセンターでのイベントなどで、長

きにわたり地域の人々と交流しています。今では地区の誰もが知っている愛育班の活動を、子育て

中のお母さんがどのように感じているのか、お話を聞きました。



　三沢母子愛育班では、毎
年たくさんの自主活動が行
われています（写真は令和
元年度に開催された行事で
す）。今年度は自粛した行事
が多かったそうですが、手
紙やちらしによる交流・見
守りを行うなど工夫して活
動しています。

おやこ広場に
来てみませんか？

■ 日時／ 12 月 25 日㈮
13時30分～（２時間）

■ 対象／生後６か月まで
の子、妊産婦

■ 内 容 ／体重測定、
個別相談（助産師、
栄養士、保健師）

妊娠・子育てに関する不安や悩みは
子育て世代包括支援センターにご相談ください
　母子保健コーディネーター（保健師・助産師）が妊娠や子育
て中の不安や悩みを、地域の専門家などと連携しながらサポー
トしています。どうぞ気軽にお声掛けください。

＊＊子育て包括支援センターは健康課にあります＊＊
■場所・連絡先／米沢市西大通１丁目 5-60
（すこやかセンター内）☎ 24-8181

おやこ広場での体重測定（R1.7.26）

班員研修会で今後の活動を話し合う（R1.12.8） 地区文化祭にてみんなでハロウィン（R1.10.4）

どんぐりクラブとがんづき作り（R1.6.3）

「
笑
顔
の
バ
ト
ン
」
を
つ
な
い
で
い
く

　
特
集
の
タ
イ
ト
ル「
笑
顔
の
バ
ト
ン
」は
、

平
成
26
年
４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
第
46
回

愛
育
班
員
全
国
大
会
で
優
秀
作
と
し
て
入
選

し
た
手
記
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時

の
班
長
山や
ま

口ぐ
ち

道み
ち

子こ

さ
ん
が
綴つ
づ

っ
た
も
の
で

す
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。「
ど
う
し
て
過
疎
・
少
子
高
齢
化
が

進
む
こ
の
地
区
に
愛
育
班
が
設
置
さ
れ
た
の

か
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。（
中
略
）

自
然
豊
か
な
土
地
柄
と
そ
こ
に
住
む
人
々
の

穏
や
か
な
人
柄
、
適
し
た
リ
ー
ダ
ー
的
人
材

に
恵
ま
れ
た
こ
と
な
ど
を
お
聞
き
し
て
、
と

て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
」。

　
三
沢
母
子
愛
育
班
が
活
動
し
て
き
た
47
年

の
長
い
間
に
、
過
疎
・
少
子
高
齢
化
が
進
ん

だ
ほ
か
、
社
会
変
化
の
波
が
あ
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
三
沢

地
区
へ
避
難
し
た
妊
婦
の
サ
ポ
ー
ト
に
尽
力

し
た
と
い
う
愛
育
班
。
様
々
な
状
況
下
で
、

班
の
活
動
が
時
代
に
柔
軟
に
対
応
し
、
続
い

て
い
る
こ
と
は
、
班
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
努

力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
子
育

て
や
三
沢
地
区
に
対
す
る
強
い
思
い
が
あ
る

か
ら
こ
そ
で
す
。
ま
た
、
親
世
代
が
三
沢
母

子
愛
育
班
と
し
て
活
動
し
、
自
分
も
ま
た
次

の
世
代
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
班
員

も
い
ま
す
。
親
か
ら
子
へ
「
笑
顔
」
を
つ
な

ご
う
、
自
然
と
「
笑
顔
」
に
な
れ
る
子
育
て

を
目
指
そ
う
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
班
活

動
を
「
笑
顔
」
で
続
け
て
い
こ
う
。
そ
ん
な

願
い
を
込
め
た
「
笑
顔
の
バ
ト
ン
」
が
渡
さ

れ
て
行
く
で
し
ょ
う
。

笑顔のバトン

赤ちゃん訪問の際に渡
されている班員手作り
のスタイとハンカチ

健康課母子保健担当
主任　佐

さ
藤
とう

 麻
ま

希
き

お
ひ
る
ね
ア
ー
ト

お
ひ
る
ね
ア
ー
ト

も
あ
る
よ
！

も
あ
る
よ
！
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米沢市市民憲章（昭和 37年 10月 26日制定）
　
前文
　私たちは、伝統にかがやく米沢市の市民であることにほこりと責任を感
じ、この憲章をかかげて教育文化のまち、産業のまち、福祉のまち、観光
のまちとして、公徳心の高い、よりよい社会をつくることにつとめます。
　一、教養をたかめ、文化のまちをつくりましょう。
　一、勤労をたっとび、豊かなまちをつくりましょう。
　一、互いに助けあい、楽しいまちをつくりましょう。
　一、きまりを守り、公共物を愛し、明るいまちをつくりましょう。
　一、郷土を愛し、きれいなまちをつくりましょう。

　
昭
和
37
年
、
市
民
の
意
見
を
も
と
に
米
沢
市
市
民
憲
章
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
市
民
憲
章
は
、
市
民
生
活
の
道
し
る
べ
で
あ
り
、

人
と
人
と
を
結
ぶ
架
け
橋
で
す
。「
あ
い
さ
つ
を
す
る
」「
相
手
の

気
持
ち
に
な
っ
て
行
動
す
る
」
な
ど
の
日
常
生
活
で
の
市
民
憲
章

の
実
践
が
明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
11
月
7
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
市
民
憲
章
推
進
大
会
か
ら
実
践
活

動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
☎（
22
）５
１
１
１

み
ん
な
仲
良
く
協
力
し
あ
う
万
世
小
に

　
　
　
　
　
万
世
小　
金か
ね

子こ 

陽ひ

か

り
可
利
さ
ん

　
「
み
ん
な
仲
良
し
、
協
力
し
あ
う
万
世
小
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
頑
張
っ
て
き
た

活
動
を
四
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」
で
す
。

あ
い
さ
つ
日
本
一
の
学
校
を
目
指
す
た
め
、

「
あ
い
さ
つ
名
人
」
を
決
め
て
お
昼
の
放
送

で
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
元
気
な
あ
い
さ

つ
の
声
が
増
え
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、「
親
切
運
動
」
で
す
。
親
切

は
が
き
に「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
書

い
て
伝
え
る
こ
と
で
、
親
切
が
た
く
さ
ん
増

え
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
」
で
す
。
縦
割
り
班
で
協
力
し
、
楽
し

み
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
の
で
、
仲
が
深
ま
っ
て
思
い
出
に
も
残

り
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、「
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
植
え
」

で
す
。
き
れ
い
な
花
で
学
校
も
み
ん
な
の
心

も
明
る
く
し
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
学
校
か

ら
地
域
、
社
会
全
体
へ
と
広
げ
、
よ
り
よ
い

米
沢
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　
　
　
　
　
広
幡
小　
髙た
か
は
し橋 

佳か

い

と
維
斗
さ
ん

　

広
幡
小
学
校
は
、「
一
郎
山
」
で
ス
キ
ー

を
教
え
て
頂
い
た
り
、「
り
ん
ご
学
習
」「
稲

作
体
験
」
な
ど
多
く
の
場
面
で
地
域
の
方
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
と
て
も
強
い
学
校
で
す
。
児
童
会
で
は

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
次
の
二
つ
の
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」で
す
。「
あ

い
さ
つ
が
一
番
明
る
く
元
気
な
学
校
」
に
な

れ
る
よ
う
運
営
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
観
音
堂
清
掃
」
で
す
。
地

域
の
人
や
観
光
客
な
ど
多
く
の
人
に
広
幡
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
今
年
度
は
校
舎
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
興

譲
小
学
校
で
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
め

あ
い
さ
つ
と
笑
顔
が
つ
く
る

あ
い
さ
つ
と
笑
顔
が
つ
く
る

明
る
い
未
来

明
る
い
未
来

あいさつ運動（万世小）
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は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
興
譲
小
の
み
ん

な
は
も
ち
ろ
ん
、
中
部
地
区
も
温
か
い
地
域

だ
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
大
好
き
な
広
幡
地
区
、
米

沢
市
が
ま
す
ま
す
住
み
よ
い
地
域
と
な
る
よ

う
、
児
童
会
活
動
を
続
け
て
い
き
、
少
し
で

も
地
域
の
方
々
に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

米
沢
二
中
の
取
り
組
み

第
二
中　
五ご

が賀 

雄ゆ
う
だ
い大
さ
ん

　

今
年
度
は「C

キ
ャ
ン
バ
ス

A
N

V
A

S
～
個
性
で
彩
る

二
中
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
学
校
が
五
月
下
旬
よ
り
ス
タ
ー
ト

し
、
数
か
月
前
ま
で
は
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
こ
の
状
況
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く

か
を
考
え
、
二
つ
の
重
点
目
標
を
設
定
し
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
時
間
行
動
」
で
す
。
時
間

を
意
識
し
て
行
動
す
る
た
め
に
「
授
業
態
度

向
上
週
間
」と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
幅
広
い
教
養
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、「
思
い
や
り
」
で
す
。
あ
い

さ
つ
あ
ふ
れ
る
学
校
を
目
指
し
て
「
あ
い
さ

つ
運
動
」と
、縦
割
り
の
ク
ラ
ス
に
向
け
て
、

感
謝
の
気
持
ち
や
エ
ー
ル
を
書
い
た
カ
ー
ド

を
送
る「
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」
と
い
う
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
面

と
向
か
っ
て
伝
え
ら
れ
な
い
感
謝
の
気
持
ち

を
カ
ー
ド
で
伝
え
、
つ
な
が
り
を
強
化
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
終
息
に
は
遠
い
で
す
が
、
二
中

生
一
丸
と
な
っ
て
、
二
中
、
そ
し
て
米
沢
の

明
る
い
未
来
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
に
貢
献
し
続
け
る

　
　
米
東
生
で
あ
る
た
め
に

米
沢
東
高
校　
五い
が
ら
し

十
嵐 

彩あ
や

さ
ん

　
私
た
ち
は
、「
修
誠
」を
校
訓
と
し
て
「
美

し
い
品
性
」「
高
い
知
性
」「
篤
い
至
誠
」
の

三
つ
の
精
神
を
心
が
け
、
学
習
や
部
活
動
は

も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
最
近
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

く
す
玉
作
り
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
影
響
が
及
ん
だ
た
く
さ
ん

の
方
に
元
気
と
勇
気
を
届
け
た
い
と
思
い
、

「
米
東
元
気
玉
」
と
し
て
差
し
上
げ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
パ
ー
ツ
は
全
校
生
徒
で
制
作

し
ま
し
た
。

　

文
化
祭
で
は「
輝
き
」
を
テ
ー
マ
に
黒
板

ア
ー
ト
に
取
り
組
み
、
作
品
を
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
に
し
て
お
配
り
し
ま
し
た
。

　
生
活
委
員
会
の
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
・
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ
の

周
辺
美
化
活
動
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
回
収
、
食
物
部
の「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

活
動
な
ど
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢

献
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
後
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「Step 

to the future

～
今
を
大
切
に
～
」で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
様
々
な
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
地
域
に
誇
れ
る
米
東
生
に
な
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

米
沢
び
し
ゃ
も
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
鈴
木
ル
ー
フ　
代
表　
鈴す
ず
木き 

鉄て
つ
也や

さ
ん

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
を
目
的
に
は
じ
ま
っ
た
外
出
制
限
や
飲
食

店
等
の
営
業
自
粛
は
市
内
経
済
に
大
き
な
影

を
落
と
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
市
内
の
若
手
経
営
者
が
多
く

所
属
す
る
米
沢
商
工
会
議
所
青
年
部
と
米
沢

青
年
会
議
所
が
協
力
し
て
立
ち
上
げ
た
の
が

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、「
感
染
症
対
策
と

経
済
振
興
の
両
立
」
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
根
幹
で
す
。

　
「
か
ね
た
ん
」扮
す
る
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ビ
シ
ャ
モ
ン
」
の
人
気
を
背
景
に
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
を
発

売
し
、
売
り
上
げ
の
一
部
は
米
沢
市
の
感
染

症
対
策
や
、
医
療
従
事
者
へ
の
寄
附
に
充
て

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
沢
市
奨
励
感
染
症
対
策
事
業
に

も
設
定
し
て
い
た
だ
き
、
現
在
２
５
０
件
を

超
え
る
市
内
の
店
舗
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
事
業
自
体
の
認
知
度
が

低
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
し

て
く
る
時
期
で
す
。
日
頃
か
ら
の
身
近
な
感

染
症
対
策
で
ど
ち
ら
に
も
か
か
ら
な
い
よ
う

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
活
動
発
表
全
文
は
、
「
市
民
憲
章
よ
ね

ざ
わ
32
号
」
に
掲
載
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
各
学
校
、
コ
ミ
セ
ン
に
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「米沢びしゃもんプロジェクト」
記者発表

米東元気玉の贈呈（米沢東高校）

ありがとうカード（第二中）

観音堂清掃（広幡小）

あいさつと笑顔がつくる明るい未来
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冬の備えは万全に！

雪国米沢 冬の生活ガイド

　
除
雪
Ｑ
＆
Ａ

Q
除
雪
と
は
？

Ａ	

除
雪
車
で
道
路
上
の
雪
を
道
路
脇
に
寄
せ

る
作
業
で
す
。
除
雪
後
に
は
玄
関
先
な
ど

に
雪
が
堆
積
し
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
玄

関
先
な
ど
の
雪
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q
除
雪
の
出
動
基
準
は
？

Ａ		

朝
ま
で
の
降
雪
量
が
10
㎝
以
上（
３
月
以

降
は
15
㎝
以
上
）と
予
想
さ
れ
る
と
き
で

す
。地
域
で
雪
の
降
り
方
が
異
な
る
た
め
、

各
委
託
業
者
が
受
け
持
ち
地
域
の
気
象

状
況
を
確
認
し
、
出
動
を
判
断
し
ま
す
。

Q
除
雪
の
作
業
時
間
は
？

Ａ		
車
道
は
午
前
３
時
～
７
時
、
歩
道
は
午

前
４
時
～
７
時
で
す
。
な
お
、
降
雪
の

状
況
に
よ
り
、
作
業
開
始
や
終
了
時
間

が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Q
朝
晩
に
凍
る
道
路
の
対
策
は
？

Ａ		

気
温
が
低
い
日
の
朝
夕
、
路
面
凍
結
に

よ
っ
て
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
箇
所
を

中
心
に
凍
結
防
止
剤
を
散
布
し
、
安
全

な
道
路
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

  

交
差
点
の
安
全
な
通
行
の
た
め
に

　
運
転
者
か
ら
の
見
通
し
と
横
断
者
が
安
全

に
待
機
で
き
る
空
間
を
確
保
し
、
通
行
の
円

滑
な
流
れ
を
確
保
す
る
た
め
、
主
要
な
交
差

点
で
排
雪
を
実
施
し
ま
す
。

　

制
度
の
活
用

　
除
排
雪
協
力
会
に
よ
る
排
雪
へ
の
助
成

　
除
排
雪
協
力
会
な
ど
に
よ
る
排
雪
の
際

に
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
※
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。

①	

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
排
雪	

	

市
負
担
：
重
機
に
よ
る
積
込
み
の
経
費

②	

重
機
の
み
の
排
雪	

	
	

市
負
担
：
経
費
の
７
割

※	

①
②
と
も
３
回
目
以
降
は
協
力
会
負
担

分
の
２
分
の
１
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

※	

排
雪
作
業
は
、
業
者
と
の
調
整
や
交
通
規

制
申
請
が
必
要
と
な
る
た
め
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
や
さ
し
い
除
雪

　

 

高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
押
雪
軽
減
制
度

　
除
雪
後
に
玄
関
先
に
堆
積
す
る
雪
を
少

な
く
す
る
制
度
で
す
。
対
象
者
は
、
押
雪
軽

減
届
出
ま
た
は
高
齢
者
等
除
雪
援
助
員
派

遣
事
業
登
録
の
登
録
世
帯
で
す
。

※	

押
雪
軽
減
…
除
雪
で
両
側
に
押
し
出
さ

れ
る
雪
の
量
を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る

こ
と
で
す
。

相談内容 問合先 電話番号
市民バス 総合政策課

22-5111
高齢者世帯などの除雪・雪下ろし 高齢福祉課
農業被害 農林課
空き家 都市整備課
水路など
の溢

いっすい
水

平日（８時30分～17時）土木課
平日（夜間）・休日 消防署 23-3108

水道 上下水道部 22-4511

相談内容 問合先 電話番号

国道 13号 国土交通省
米沢国道維持出張所 37-5300

国道 121、287 号、
県道

置賜総合支庁
建設部道路計画課 26-6080

市道 土木課 22-5111

雪に関する相談窓口
☎道路の雪に関する相談窓口☎生活全般の雪に関する相談窓口

　例年４か月近く雪と暮らす米沢市。風物詩を楽しむ一方、生活する人の大きな悩みの種にも
なります。今後本格化する冬を快適に過ごすために、雪に対する安心の備えを紹介します。

市ホームページで最新
情報をお知らせ
　12月上旬から３月下
旬まで、雪捨場の開設
状況や道路除雪の助成、
除雪作業での市民の皆
さんへのお願いなどを
掲載しています。

米沢市 HP
QR コード

3
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冬の備えは万全に！雪国米沢冬の生活ガイド

米沢市指定雪捨場　※異常気象時の雪捨場の開設については、ホームページなどで周知します。
利用期間 利用時間 場所 業者名

12/15 ㈫
～

3/15 ㈪

8時～ 19時 鬼面川橋下流西側（左岸）六郷町西藤泉地内 ㈱横山興業
8時～ 19時 市営陸上競技場北最上川東側（右岸）通町地内 ㈱情野建設工業
8時 30分～ 19時 松ヶ根橋下流西側（左岸）広幡町成島地内 ㈱菊池組
8時～ 19時 米沢クリーンセンター南最上川西側（左岸）花沢地内 置賜建設㈱

12/15 ㈫
～

2/28 ㈰

8時～ 19時 鬼面川橋上流西側（左岸）広幡町成島地内 白井建設工業㈱
9時～ 19時 羽黒川橋下流東側（右岸）大字川井地内 山形陸上運送㈱
8時～ 19時 花沢大橋下流西側（左岸）花沢地内 ㈲丸光建設工業
8時 30分～ 19時 芳泉町大橋下流西側（左岸）芳泉町地内 ㈱仁科工務店

❶	ハシゴはしっかり固定し、ヘルメットと命綱
を着用し、携帯電話を持って 2人以上で作業
（転落防止）
❷早めに屋根の雪を下ろす（倒壊防止）
❸雪庇に近づかない（落雪防止）
❹路上駐車、はみ出し駐車をしない（事故防止）
❺	除雪機の雪詰まりなどの処理をするときは、

必ずエンジンを切る（事故防止）
❻灯油を入れるときは目を離さない（流出防止）
❼	水路、流雪溝へ雪を入れすぎない、雪を踏み

つけない、蓋があれば使用後すぐ閉める、目
印（バリケード）を設置する（水害防止、転落
防止）

❽無理をしない（発作や疲労による事故防止）
※	火災の消火活動が迅速に行えるよう、消防署員・
消防団員も行っていますが、地域でも消火栓や防
火水槽の除雪にご協力ください。

「雪押場」をご提供ください

　除雪車で道路の雪を削り取ると両側に蓄積されます。これを高く積むと、見通しが悪くなる
ため、路側部の雪を押し出す場所が必要です。ご連絡をお願いいたします。

※�大型施設などの
民間排雪に伴い、
19時以降に雪捨
場を利用する場
合は、土木課ま
で事前にご連絡
ください。

除雪中の事故に注意！除雪中の事故に注意！

冬を安心して過ごすために、チェック☑をお願いします

□下流であふれている場合は、投雪をしない。
□投雪後は雪を踏んで固めない。
□雪下ろしの雪を直接水路に投げ入れない。
□重機による投雪はしない。
□鉄筋製の網を外さず、蓋を開けたままにしない。
□�開閉式の鉄製網蓋を利用する際は、目印を設置
し車や歩行者に蓋が開いていることを知らせる。

スムーズな除雪にご協力ください 　流雪溝への投雪はルールを大切に
□除雪車の周辺は、運転手の死角となり大変危険ですので、絶対に近づ
かないでください。
□路上駐車やはみ出し駐車、自転車・バイクは放置しないでください。
□屋根や屋敷内の雪を道路に出さないでください。
□庭木などの枝や雪囲いが道路にはみ出さないようにしてください。
□建物や塀など破損の恐れがある場所は、ポールなど目印になるものを
つけてください。
□空き家などの使用していない建物は、除雪作業の支障にならないよう、
所有者が雪の処理を行うようお願いします。

3
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早割チケット特別販売のご案内早割チケット特別販売のご案内
パスポート1日券通常4,900円のところ１枚3,300円
期間限定販売　12月20日㈰まで　
取扱い店　　　㈱吾妻スポーツ本店・スポーツバード

初滑りは天元台高原へ行こう！！初滑りは天元台高原へ行こう！！

スキー場オープン 12月 5日 (土 )スキー場オープン 12月 5日 (土 )
12 月 4日 ( 金 ) プレオープン＆冬山安全祈願祭 10:00 ～

安全祈願祭終了後、ゲレンデオープンいたします！
【米沢市民の皆様へ】

米
沢
牛
・
山
懐
料
理よ

し
て
い

Trip around YONEZAWA。吉亭。

●写真は、機屋の旦那衆が愛した料理、
 　米沢牛すき焼き吉亭オリジナル

山形県米沢市門東町1-3-46
TEL.0238（23）1128
http://www.yoshitei.co.jp
営業時間【午前】11：30～15：00
　　　　【午後】17：00～21：00

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
案
）へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
／
総
合
政
策
課
企
画
調
整
担
当

142020.12.1

　
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
と
は
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
定
め
た
市
の
計
画
で
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
期
５
年
間
が
今
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま
え
、
後

期
基
本
計
画（
案
）と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

〈
基
本
計
画
の
６
つ
の
基
本
目
標
〉

　
１　
挑
戦
し
続
け
る
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
２　
郷
土
を
つ
く
る
人
材
が
育
つ
、
教
育
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
３　
子
育
て
と
健
康
長
寿
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
４	　
自
然
と
都
市
の
魅
力
が
調
和
し
、
賑
わ
い
と
交
流
を
促
す
ま
ち
づ
く
り

　
５　
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
６　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り（
協
働
・
行
政
経
営
）

後
期
基
本
計
画（
案
）の

策
定
経
過

各
種
ア
ン
ケ
ー
ト（
市
民
・
大
学

生
・
高
校
生
・
転
出
者
対
象
）

　
市
の
施
策
に
対
す
る
満
足
度
・

重
要
度
や
市
民
の
幸
福
度
、
学
生

や
転
出
者
の
意
見
な
ど
の
調
査
を

行
い
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
ま
し
た
。
公
共
交
通

の
利
便
性
向
上
、雪
対
策
の
充
実
、

雇
用
対
策
の
充
実
、
屋
内
遊
戯
施

設
へ
の
要
望
な
ど
多
く
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

よ
ね
ざ
わ
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
市
民
参
加
型
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

行
い
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
様
々
な

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
の
充
実
、
ま
ち
の
あ

り
方
・
デ
ザ
イ
ン
作
り
、
支
え
合

い
の
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
意
識
の

向
上
、
効
果
的
な
ま
ち
の
情
報
発

信
な
ど
、
よ
り
良
い
ま
ち
に
す
る

た
め
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い

て
、
た
く
さ
ん
の
有
益
な
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

※	

こ
の
２
つ
に
加
え
、
各
分
野
の

有
識
者
や
市
民
公
募
委
員
で
構

成
さ
れ
る
総
合
計
画
審
議
会
で

の
審
議
を
経
て
、
後
期
基
本
計

画（
案
）を
策
定
し
ま
し
た
。

基本構想
H28～ R7
10年間

実施計画
３年間の計画をローリング

具体的な取組（事業）
目標達成の具体的手段（事業）を別途作成します。

将来像（構想）
まちづくりの基本的
な構想を定めます。

方向性（施策）
まちづくりを実
現するための
分野別の施策
を定めます。

基本計画
前期H28～ R2

後期Ｒ３～Ｒ７

改
定

　本市が目指す将来像

ひとが輝き　創造し続ける　学園都市・米沢
学園都市に集約された知識・技術、研究・開発機能、人材などを活かしたまちづくりを進めます。

米沢の生活をナビゲーション！市役所へのお問合せはこちらまで　22-5111（代表）
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文科省より「就学支援金」が支給されます
高校卒業資格の取得をサポートします！
卒業生累計345名(R2．9月現在) 進路▶大学・短大・専門学校・就職
中卒者・社会人同時募集 科目履修(大検)も受付中
日本航空高等学校
山形学習支援センター

お い た ま 校
日本国際高等学院

県内全域から入学可能(編入・転入・中退者も可)

0120-5931-47
東置賜郡川西町大字上小松3128
㈲伏見屋　教育事業部内

☎0238(42)3055
携帯090-2885-6885(高橋)

日本国際高等学院おいたま 検索

入 学 随 時 受 付

コ ク サ イ

年令不問

社社会会福福祉祉法法人人  米米沢沢栄栄光光のの里里  令令和和３３年年度度  正正規規職職員員採採用用試試験験  
【試 験 日】：令和 2 年 12 月 17 日（木） 

【応募職種】：①支援員・介護員 2～3 名 

       ②事務員 1 名 

【応募資格】：①高卒以上、R3.4.1 現在 45 歳以下 

       ②高卒以上、R3.4.1 現在 30 歳以下 

【応募締切】：12 月 10 日 

【賃  金】：①159,200～238,600 円（基本給＋処遇改善手当 12,000 円） 

②159,200～210,700 円（基本給＋処遇改善手当 12,000 円） 

【手  当】：資格手当、扶養手当、住居手当、通勤手当等 

【休  日】：年間 125 日  【退 職 金】：あり（2 か所） 

詳細は https://www.eikounosato.com/ もしくは 0238-29-0310 
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後
期
重
点
事
業（
後
期
５
年
間
）で
は

次
の
12
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
！

➊
移
住
・
定
住
・
交
流
の
促
進

➋�

子
育
て
を
応
援
し
子
ど
も
た
ち
を
大
事
に
育
て
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

➌
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
目
指
し
た
小
中
学
校
の
再
編

➍ 

互
い
に
支
え
合
う
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

➎
地
域
医
療
の
核
と
な
る
米
沢
市
立
病
院
の
整
備

➏ 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

➐ 

米
沢
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
推
進

➑ 

地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
の
振
興

➒ 「
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

➓ 
東
北
中
央
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
土
地
利
用

� Society
５・０
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進

�
健
全
財
政
の
維
持

0
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米沢市総人口の推移（平成７年～平成 27年）
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８
万
９
４
０
１
人

８
万
５
９
５
３
人

Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27

まちづくり総合計画後期基本計画（案）へのご意見をお待ちしています
■ 意見の提出方法／郵送、FAX、電子メール、電子申請、直接持参
■募集期間／ 12 月 1 日㈫～ 21 日㈪
■ 閲覧場所／市ホームページ、総合政策課（市役所３階）、情報公開コーナー（市役所４階）、
　各コミュニティセンターなど
■ 意見提出先／総合政策課企画調整担当 kikaku-t@city.yonezawa.yamagata.jp FAX 24-4540

後
期
基
本
計
画（
令
和
３
～
７
年
度
）

に
お
け
る
主
な
課
題

①
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応

　

	

重
要
課
題
と
し
て
、
下
段
の
後
期
重
点
事
業

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

　

	

経
済
と
感
染
症
対
策
の
両
立
や
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
、
移
住
促
進
、
迅
速
な
情
報
共
有
、

衛
生
用
品
な
ど
の
備
蓄
啓
発
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。

③ S

ソ
サ
イ
エ
テ
ィ

ociety

５・０
の
実
現

　

	「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

を
新
た
な
施
策
と
し
て
追
加
し
、
今
後
５
年

間
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

へ
の
対
応

　

	

後
期
基
本
計
画
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方

を
取
り
入
れ
、
本
市
も
そ
の
達
成
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑤
脱
炭
素
社
会
の
実
現

　

	

本
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
受
け
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

後期重点事業のポイント

人口減少、少子化、長寿社会の到来への対応
　本市の総人口は、平成７年の 95,592 人をピークに
減少を続け、平成 27年には 85,953 人とピーク時に比
べ 9,639 人の減少となっています（国勢調査より）。
　今後も一層の人口減少が予想される中、その進行をで
きる限り緩やかにするため、子育てへの支援、移住・定
住・交流の促進に力を入れるとともに、人口減少や少子
高齢化が進んでも、市民の誰もが暮らしやすく持続可能
な社会を実現する必要があります。
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令
和
３
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
主
な
税
制
改
正
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
合
せ
／
税
務
課
市
民
税
係

給
与
所
得
控
除
・

公
的
年
金
等
控

除
か
ら
基
礎
控

除
へ
の
振
替

　

	

給
与
所
得
控
除
お
よ
び
公

的
年
金
等
控
除
の
控
除
額

を
10
万
円
引
き
下
げ
る
こ

と
に
伴
い
、
基
礎
控
除
が

10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

所
得
金
額
調
整
控
除

の
創
設

　

	

次
の
1
と
2
に
該
当
す
る
場
合

は
、
給
与
所
得
か
ら
所
得
金
額

調
整
控
除
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

1� 　

給
与
等
の
収
入
金
額
が

８
５
０
万
円
を
超
え
、
次
の
①

～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

【
①
特
別
障
害
者
で
あ
る
②
22

歳
以
下
の
扶
養
親
族
が
い
る
③

特
別
障
害
者
で
あ
る
同
一
生
計

配
偶
者
が
い
る
④
特
別
障
害
者

で
あ
る
扶
養
親
族
が
い
る
】

	

2	　
給
与
所
得
控
除
後
の
給
与
等

の
金
額
お
よ
び
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
の
金
額
が
あ
り
、

給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
と
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
合

計
額
が
10
万
円
を
超
え
る
。

扶
養
親
族
等
の
合
計

所
得
金
額
要
件
の
改
正

ひ
と
り
親
控
除
の
創

設
・
寡
婦
控
除
の
改
正

　

	

婚
姻
歴
や
性
別
に
関
わ
ら
ず
、

生
計
を
同
じ
と
す
る
子（
総
所

得
金
額
等
が
48
万
円
以
下
）を

有
す
る
単
身
者（
合
計
所
得
金

額
５
０
０
万
円
以
下
）
に
「
ひ

と
り
親
控
除
」
を
適
用
。

１１

２２

３３４４

公的年金等雑所得速算表 （円）

年金受給
者の年齢

公的年金等の
収入金額Ｂ

公的年金等雑所得の金額
公的年金等に係る雑所得以外の所得に係る合計所得金額

～1,000万円 1,000万円超
～2,000万円 2,000万円超

65 歳
未満

（S31.1.2 生
～）

～ 1,300,000 Ｂｰ 600,000 Ｂｰ 500,000 Ｂｰ 400,000
1,300,001 ～ 4,100,000 Ｂ×0.75 ｰ 275,000 Ｂ×0.75 ｰ 175,000 Ｂ×0.75 ｰ 75,000
4,100,001 ～ 7,700,000 Ｂ×0.85 ｰ 685,000 Ｂ×0.85 ｰ 585,000 Ｂ×0.85 ｰ 485,000

7,700,001～10,000,000 Ｂ×0.95 ｰ 1,455,000 Ｂ×0.95 ｰ 1,355,000 Ｂ×0.95ｰ1,255,000
10,000,001 ～ Ｂｰ 1,955,000 Ｂｰ 1,855,000 Ｂｰ 1,755,000

65 歳
以上

（～ S31.1.1
生）

～ 3,300,000 Ｂｰ 1,100,000 Ｂｰ 1,000,000 Ｂｰ 900,000
3,300,001 ～ 4,100,000 Ｂ×0.75 ｰ 275,000 Ｂ×0.75 ｰ 175,000 Ｂ×0.75 ｰ 75,000
4,100,001 ～ 7,700,000 Ｂ×0.85 ｰ 685,000 Ｂ×0.85 ｰ 585,000 Ｂ×0.85 ｰ 485,000

7,700,001～10,000,000 Ｂ×0.95 ｰ 1,455,000 Ｂ×0.95 ｰ 1,355,000 Ｂ×0.95ｰ1,255,000
10,000,001 ～ Ｂｰ 1,955,000 Ｂｰ 1,855,000 Ｂｰ 1,755,000

基礎控除
合計所得金額 基礎控除額

　　　　　　 ～ 2,400 万円 43 万円
2,400 万円超～ 2,450 万円 29 万円
2,450 万円超～ 2,500 万円 15 万円

2,500 万円超～ 0 円

　
扶
養
親
族
等

　
の
区
分

合
計
所
得

金
額
要
件

同
一
生
計
配
偶
者

～
48
万
円

扶
養
親
族

～
48
万
円

配
偶
者
特
別
控
除

の
対
象
配
偶
者

48
万
円
超
～

１
３
３
万
円

給与所得速算表 （円）
収入金額 A 所得金額

～ 550,999 0
551,000 ～ 1,618,999 A ｰ 550,000

1,619,000 ～ 1,619,999 1,069,000
1,620,000 ～ 1,621,999 1,070,000
1,622,000 ～ 1,623,999 1,072,000
1,624,000 ～ 1,627,999 1,074,000
1,628,000 ～ 1,799,999 A÷４※× 2.4 ＋ 100,000
1,800,000 ～ 3,599,999 A÷４※× 2.8 ｰ 80,000
3,600,000 ～ 6,599,999 A÷４※× 3.2 ｰ 440,000
6,600,000 ～ 8,499,999 A× 0.9 ｰ 1,100,000

8,500,000 ～ A ｰ 1,950,000

※1,000 円
未満切り捨て

1の該当者＝（給与等の収入金額
Ｃｰ850万円）×10％※Ｃが1,000
万円を超える場合は1,000 万円

2の該当者＝（給与所得控除後の給
与等の金額Ｄ＋公的年金等雑所得の
金額Ｅ）ー 10万円※ＤとＥがそれぞ
れ10万円を超える場合は10万円

所得金額調整控除額の計算方法

ひとり親控除および寡婦控除の金額

配偶関係 死別 離別 未婚の
ひとり親

有
子 ひとり親

30万円
ひとり親
30万円

ひとり親
30万円

子
以外

寡婦※
26万円

寡婦※
26万円

無 寡婦※
26万円

扶
養
親
族

※	寡婦は女性のみ、引き
続き寡婦控除を適用

米沢の生活をナビゲーション！市役所へのお問合せはこちらまで　22-5111（代表）
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発熱・咳などの 症状がある

ある

かかりつけの
医療機関へ電話
☎診察券を確認

相談を受けた医療機関
で 対 応 で き な い と き
は、最寄りの対応医療
機関をご案内します。

ない・休診

山形県受診相談
センターへ（無料）
☎0120-88-0006 
24 時 間 対 応、 土 日・
祝日を含みます。
対応可能な医療機関を
ご紹介します。

症状がない

かかりつけの医療機関が

受診する前に必ず電話でご相談ください。
　（できるだけ平日の日中の相談にご協力ください。）

山形県の一般相談
フリーダイヤル

☎0120-56-7383
一般相談に応じます。
８ 時 30 分 ～ 18 時 の
対応、土日・祝日を含
みます。

　
今
年
の
発
熱
患
者
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
加
え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
検
査
の
際
は
感
染
防
御
や
人
員
な
ど
例
年

と
比
べ
て
負
担
が
大
き
く
、
ま
た
発
症
直
後
に
検
査
し
て
も
正
確
な
結
果
は

判
明
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
今
年
の
夜
間
救
急
で
は
入
院
が
必
要
な
例
を

除
き
、
原
則
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
含
め
感
染
症
の
検
査
は
行
わ
な
い
こ
と
と

し
ま
し
た
。
発
熱
な
ど
で
夜
間
に
救
急
外
来
を
受
診
す
る
際
は
、
必
ず
事
前

に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

米
沢
市
立
病
院
☎（
22
）２
４
５
０

米
沢
市
立
病
院
の
夜
間
救
急
外
来
を
受
診
す
る
際
は

令
和
２
年
度
米
沢
市
職
員
採
用
試
験

（
令
和
３
年
４
月
１
日
付
採
用
）

申
込
・
問
合
せ
／
総
務
課
人
事
研
修
担
当

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の

相
談
・
受
診
体
制
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
合
せ
／
健
康
課
健
康
企
画
担
当
☎（
24
）
８
１
８
１

ふ
る
さ
と

奨
学
ロ
ー
ン

問
合
せ
／
商
工
課
工
業
労
政

担
当

Ｑ  

米
沢
市
職
員
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
の
は
な
ぜ
？

Ａ  
米
沢
女
子
短
期
大
学
在
学

中
に
地
域
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
県
外
の
大
学
に
編

入
し
た
後
も
米
沢
で
活
動

を
続
け
て
い
て
、
何
度
も

来
た
く
な
る
魅
力
あ
る
ま

ち
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ 

今
は
ど
ん
な
仕
事
？

Ａ 	

商
工
課
で
、
中
心
市
街
地

活
性
化
な
ど
商
店
街
を
盛

り
上
げ
る
仕
事
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
人
と

の
関
わ
り
が
楽
し
い
で
す
。

一緒に米沢
を

盛り上げよ
う！

商工課　髙
たか

橋
はし

 美
み

帆
ほ

【大卒程度（行政）採用】

令和２年度新採職員の声令和２年度新採職員の声

第
１
次
試
験

１
月
17
日
㈰

置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

■
募
集
区
分
・
人
数
／

試
験
区
分

採
用
人
数

大
卒
程
度（
行
政
）

若
干
名

大
卒
程
度（
土
木
）

若
干
名

大
卒
程
度（
建
築
）

１
人

大
卒
程
度（
電
気
）

１
人

保
健
師

１
人

■ 

試
験
科
目
／
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３（
全
区

分
）、
専
門
試
験
【
大
卒
程
度

（
行
政
）お
よ
び
保
健
師
の
み
】

■ 

募
集
締
切
／
１
月
５
日
㈫
※
受

付
は
土
日
・
祝
日
、
年
末
年

始（
12
月
29
日
㈫
～
１
月
３
日

㈰
）を
除
き
ま
す
。

	

〒
９
９
２
‐
８
５
０
１

米
沢
市
金
池
５
丁
目
２
‐
25

米
沢
市
役
所
総
務
課
人
事
研

修
担
当

	

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

広
報
よ
ね
ざ
わ
11
月
15
日
号

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

役
所
総
合
案
内
に
あ
る
受
験

案
内
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
県
内
就
職
・
就
業
促
進
の
た
め

の
教
育
ロ
ー
ン
で
す
。

　
対
象
の
本
人
・
親
族（
２
親
等
以

内
）が
卒
業
後
県
内
に
就
職
・
就

業
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
利

子
に
対
し
て
返
済
終
了
ま
で
、
元

金
３
０
０
万
円
を
限
度
に
年
２
％

の
利
子
補
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■ 

用
途
／
入
学
金
や
授
業
料
、
仕

送
り
や
ア
パ
ー
ト
代
な
ど
の
教

育
費
用
、
他
金
融
機
関
の
教
育

ロ
ー
ン
の
借
り
換
え
な
ど

■ 

融
資
金
額
／
最
高
１
０
０
０
万

円
■ 

金
利
／
固
定
金
利
年
１
・
95
％

～
３
・
15
％
※
取
引
状
況
に
応

じ
て
金
利
を
年
０・
１
％
引
き

下
げ
。

■ 

返
済
期
間
／
最
長
10
年
※
元
金

据
置
期
間（
在
学
期
間
中
の
最

長
６
年
間
）は
返
済
期
間
に
含

み
ま
す
。

■ 

保
証
／
労
働
金
庫
指
定
の
保
証

機
関
の
利
用
と
な
り
ま
す
。
保

証
料
は
労
働
金
庫
が
負
担
い
た

し
ま
す
。

 

東
北
労
働
金
庫
米
沢
支
店　

☎（
23
）２
６
０
１

次
回
の
広
報
よ
ね
ざ
わ
12
月
15
日

号
で
は
「
大
卒
程
度（
建
築
）」
の

新
採
職
員
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

感染が不安…感染が不安…

予防方法は？など
予防方法は？など

日時

申込締切 申込先 申込方法 その他問合せ

期間 時間 場所 内容 講師 対象 定員 費用 持ち物
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弁弁護護士士・・司司法法書書士士のの費費用用のの立立替替ええ

  無無料料法法律律相相談談（（離離婚婚、、借借金金問問題題、、相相続続等等。。））

  法法テテララススはは、、国国がが設設立立ししたた公公的的なな法法人人でですす。。

　　法法テテララスス山山形形  ☎☎00557700--007788338811

  　　　　　　平平日日99：：0000～～1177：：0000（（山山形形市市七七日日町町22--77--1100　　NNAANNAABBEEAANNSS  88FF））

法テラス・サポートダイヤル
（コールセンター）

０５７０ ０７８３７４
（おなやみなし） 平日 9：00～21：00

土曜 9：00～17：00 

お風呂
に入っ

た時の

2211--66667777☎
石附硝子株式会社 

米沢市下花沢3丁目10-26 

 工事は 一窓たったの3300分分！！ 

内窓を取付けるだけで 
  お悩み解消～  

ご連絡お待ちしております♪ 

リフォーム補助金対象商品

石附硝子

外と中は 
別世界だ 
にゃ～ 

ブブルルブブ
ルル

ガガククガガ
クク

募
集

福
祉

　
固
定
資
産
税
の
負
担
軽
減
措
置

　
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
共
通
事
項

　
お
し
ょ
う
し
な
カ
レ
ッ
ジ
講
師

　
お
店
を
経
営
し
て
い
る
人
へ

税
金

　

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

講
師
＆
イ
ベ
ン
ト
募
集

　
あ
な
た
の
知
識
や
経
験
を
活
か

し
て
、
教
え
る
喜
び
や
楽
し
さ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
応
募
要
件
／	

	
	

　
①	

企
画
・
運
営
で
き
る
人
は
ど

な
た
で
も
応
募
可

　
②	

営
利
目
的
や
特
定
の
政
党
・

宗
教
を
支
持
支
援
す
る
内
容
、

サ
ー
ク
ル
活
動
の
募
集
は
不

可

　
「
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に

掲
載
す
る
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
募
集
し
ま
す
。

■ 

掲
載
要
件
／
①
令
和
３
年
４
月

中
旬
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で

に
開
催
・
終
了
す
る
も
の
②
市

内
全
域
の
市
民
が
対
象
で
あ
る

こ
と
③
営
利
目
的
や
特
定
の
政

党
・
宗
教
を
支
持
支
援
す
る
内

容
は
不
可

１
月
20
日
㈬

	

米
沢
鷹
山
大
学	

	

☎（
21
）６
１
１
１

　

み
そ
料
理
レ
シ
ピ
募
集

　
「
五
感
か
ら
免
疫
力
を
高
め
る
味

噌
料
理
」
を
テ
ー
マ
に
、
料
理
レ

シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。

１
月
31
日
㈰

	

レ
シ
ピ
を
記
入
し
た
応
募
用
紙

を
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提

出
。用
紙
は
以
下
よ
り
入
手
可
。

①
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
米
沢
四
季
の
ま
つ
り
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
▽http://yonezaw

a-
m
atsuri.jp/
	

小
野
川
温
泉
旅
館
組
合

　

		
〒
９
９
２
‐
０
０
７
６　
小
野

川
町
２
５
０
１
‐
１
FAX
（
32
）

２
７
４
５

	

小
野
川
温
泉
旅
館
組
合　

		

小
野
川
温
泉
女
将
会
☎（
32
）

２
７
４
０（
平
日
９
時
～
16
時
）

ま
た
は
観
光
課
観
光
企
画
担
当

　

入
札
参
加
登
録
の
受
付

　

本
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
の
入
札
参
加
希
望
者
の
登
録
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

	

２
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮（
土
日

祝
日
を
除
く
）

	

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
を

除
く
）

	

申
請
書
を
申
込
先
に
持
参
ま
た

は
郵
送
※
郵
送
の
場
合
、
条
件

あ
り
。
要
領
な
ど
は
12
月
上
旬

以
降
、
契
約
検
査
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
可
。

契
約
検
査
課
検
査
担
当

　

高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅

　　
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居
で
き

る
優
良
賃
貸
住
宅
で
す
。

※
福
祉
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

入
居
資
格
／
60
歳
以
上
の
自
立

し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
人（
高
齢
単
身
者
や
、
い
ず
れ

か
一
方
が
60
歳
以
上
の
夫
婦
世

帯
も
入
居
可
能
）

都
市
整
備
課
建
築
住
宅
担
当

　

償
却
資
産
の
申
告

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
令
和

３
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
で
事

業
を
営
ん
で
い
る
人
は
、
償
却
資

産
の
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

対
象
資
産
／
土
地･

家
屋
以
外

の
事
業
用
資
産
で
、
税
務
会
計

上
減
価
償
却
の
対
象
と
し
て
い

る
も
の（
機
械
、
駐
車
場
舗
装
、

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
な
ど
）。

２
月
１
日
㈪

■
提
出
先
／
税
務
課
家
屋
係

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
事
業
収

入
が
一
定
割
合
減
少
し
て
い
る
中

小
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、
事
業

用
家
屋
と
償
却
資
産
に
係
る
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
令
和
３

年
度
に
限
り
軽
減
し
ま
す
。
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

税
務
課
家
屋
係

　

障
が
い
者
週
間

　

12
月
３
日
㈭
～
９
日
㈬
は
「
障

団地名（所在地）間取り 戸数 階数 家賃（円） 申込先

光陽マンション
（大町５丁目） １LDK ３ １・2 32,900 ～ ㈲西山不動産	☎ 22-4334

いきいき館
陽だまり
（駅前３丁目）

１LDK １ 2 31,400 ～
小形アカデミー
ホーム㈱
☎ 023-642-5445

※	入居はそれぞれ先着順、全てエレベーター設置。
※家賃は収入により決定（共益費・駐車場料金別途）。

米沢の生活をナビゲーション！市役所へのお問合せはこちらまで　22-5111（代表）
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Ａセットスキー(カービング）
Ｓセットスキー(カービング）
Ａセットスキー(カービング）
Ｓセットスキー(カービング）

￥08,000
￥10,000
￥12,000
￥15,000

小 学 生 用

中学・高校生用
( 大 人 用 )

スキー授業用一般用

料

金

料

金 Aセット：標準モデル　Ｓセット：比較的新しいモデル
※消費税込※数に限りがありますのでお早めに。

お問い合せ・お申込みは
(株)
■徳町店スポーツバード
　徳町129　☎23-0295

◆スキー板・金具・ブーツ・ストックの4点セットを3月まで
　貸し出しいたします。※翌年3/10まで返却ください

レンタルスキーのご案内レンタルスキーのご案内
吾妻スポーツ

「ジュニアスキースクール」
《ご案内》

❏開校日 :2021年１/9㈯ ·16㈯ ·17㈰ ·23㈯ ·30㈯
❏参加資格 : 小学生の男女
❏参加費用 : 33,500 円
　 （昼食・保険・リフト代含む）
○最終日にバッチテストを行います。
○スキー場まではバスで送迎致します。

環
境

交
通
安
全

　
ご
存
知
で
す
か
？
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　
冬
道
の
安
全
運
転
５
則

　
運
動
の
重
点

そ
の
他

が
い
者
週
間
」、
12
月
は
「
山
形
県

障
が
い
者
差
別
解
消
強
化
月
間
」

で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理

解
を
深
め
、
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
お
互
い
を
尊
重
し
支
え

合
う
「
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
義
足
や
人

工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
人
、
難

病
の
人
、
妊
娠
初
期
の
人
、
発
達

障
が
い
の
人
な
ど
、
外
見
か
ら
は

分
か
ら
な
い
人
が
、
援
助
を
得
ら

れ
や
す
く
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た

マ
ー
ク
で
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、

電
車
や
バ
ス
で
席
を
譲
る
、
困
っ

て
い
る
よ
う
な
ら
声
を
か
け
る
な

ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
希
望
す
る
人

は
、
配
布
窓
口
で
お
手
続
き
く
だ

さ
い
。援

助
が
必
要
な
人

無
料

■
配
布
窓
口
／
社
会
福
祉
課

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
室

　

要
介
護
認
定
者
へ
の

　

障
害
者
控
除

　　
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
要
介
護

認
定
者
は
、
所
得
税
お
よ
び
市
県

民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
が
必
要
な
人
は

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
開
始
日
／
12
月
１
日
㈫

■ 

認
定
書
発
行
日
／
１
月
４
日
㈪

以
降

	
申
請
書
を
申
込
先
に
持
参
。
用

紙
は
高
齢
福
祉
課
で
入
手
可
。

	
高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

	

障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

人
は
、
手
帳
の
提
示
に
よ
り
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
要
介
護
認
定
に
お

け
る
日
常
生
活
自
立
度
の
ラ
ン

ク
に
よ
っ
て
は
、
該
当
し
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
撲
滅
・
冬
道
の

　

交
通
事
故
防
止
強
化
旬
間

12
月
11
日
㈮
～
20
日
㈰

１
飲
酒
運
転
の
撲
滅
２
ブ
ラ
ッ
ク

ア
イ
ス
や
積
雪
路
面
で
の
ス
リ
ッ

プ
事
故
防
止
３
夕
暮
れ
時
か
ら
の

横
断
歩
行
者
事
故
の
防
止

1
ス
ピ
ー
ド
は
夏
場
よ
り
10
キ
ロ

以
上
減
速
2
車
間
距
離
は
路
面
乾

燥
時
の
２
倍
以
上
と
る
3
急
加
速
、

急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
な
ど
の

急
激
な
操
作
を
避
け
る
4
視
界
不

良
時
は
、
前
方
を
よ
く
見
て
早
め

に
徐
行
す
る
5
追
越
し
を
し
な
い

環
境
生
活
課
生
活
安
全
担
当

　

地
下
水
の
適
正
利
用

　
地
盤
沈
下
の
原
因
の
一
つ
が「
消

雪
用
地
下
水
の
過
剰
な
く
み
上
げ
」

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
ま
め
な
出

し
・
止
め
で
ム
ダ
水
の
抑
制
に
努

め
、
地
盤
沈
下
防
止
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

環
境
生
活
課
環
境
担
当

　

冬
の
ご
み
収
集
所
の
管
理

　
冬
は
ご
み
収
集
所
周
辺
の
こ
ま

め
な
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
大
雪
に
よ
る
ご
み
収
集
所
の

損
壊
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご

み
の
収
集
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

環
境
生
活
課
廃
棄
物
対
策
担
当

　

市
民
バ
ス
ダ
イ
ヤ
改
正

　
12
月
１
日
㈫
か
ら
、
次
の
路
線

の
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
。
お
間

違
え
の
無
い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
対
象
路
線
／

・
市
街
地
循
環
路
線

・
万
世
線

※	

運
行
時
間
な
ど
の
詳
細
は
、
全

戸
配
布
さ
れ
て
い
る
時
刻
表
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※	

天
候
や
道
路
の
状
況
に
よ
り
バ

ス
の
運
行
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

総
合
政
策
課
地
域
振
興
担
当

■ 運休期間／ 12/29 ㈫～１/3㈰
■運休路線／万世線
※循環路線は年中無休
運行状況は右のQRコード
または「米沢バスナビ」で検索

万世線の運休

ヘルプマーク

市民バス

日時

申込締切 申込先 申込方法 その他問合せ

期間 時間 場所 内容 講師 対象 定員 費用 持ち物
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　新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）はいまだ終息の気
配を見せず、感染のリスクが高ま
る冬期シーズンを迎え、予断の許
さない状況が続いています。当院
では、2020 年２月にCOVID-19
帰国者・接触者外来を設置し、
PCR検査と疑似症対応を中心に診
療を行ってきました。

　また患者さんの動線や診療空間
を区別するゾーニングを強化する
ため、5月に屋外診療テントを設
置し、感染症外来診察室に外から
直接アクセスできる出入り口も設
けました。検査では 8月より抗原
検査を、11月より院内 PCR 検査
を開始し、結果判明までの時間が
大幅に短縮され早期診断が可能と
なりました。
　このように COVID-19 診療を
確立すると同時に、病院職員が
一致協力して厳重な院内感染防止
対策を行ってきました。ひとたび
COVID-19 院内感染が起きれば、
一般診療や救急医療・手術・検査
など急性期病院としての通常診療

を中止・制限せざるを得ず、地域
の皆さんへ多大なご迷惑をかける
こととなります。院内感染防止に
は、病院側の感染対策だけでは十
分とはいえず、面会の人や患者さ
ん、付き添いの人など 1人 1人の
感染対策への協力が重要です。こ
れからも院内感染を起こさないよ
う、そして COVID-19 の終息が
1日でも早く訪れるよう、病院職
員と地域の皆さんが一丸となって
この難局を乗り越えていきましょ
う。
　ご不便をおかけすることもある
かと思いますが、ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。

〈今月のドクター〉

診療部長兼感染
対策室長兼外科
長兼臨床検査科
長兼救急室長
菅
かん

野
の

博
ひろ

隆
たか

 医師

今回は我
わが
妻
つま
淳
じゅん
一
いち

さんにお話しを
伺いました。

米沢歩こう会
我妻淳一さん

　人は、１歳前後から歩き始め、
歩き続けます。せっかく歩くなら、
五感を働かせて歩いてみましょ
う。四季の移ろいや風の香り、小
鳥のさえずりや人との出会いが楽
しめます。
　体の健康の保持・増進は歩くこ

とから始まります。歩くことを生
活習慣に取り入れ､ 一定の運動強
度を保つと血流や代謝も良くな
り、筋肉も鍛えられ疲れにくい体
質へと変化します。また、過剰に
摂取したカロリーを歩いて消費す
ることで肥満予防にもなります。
長年歩いている人は、「買い物へ
歩いて行くが疲れなくなった」、
「風邪をひかなくなった」、「感性
が豊かになった」などの歩く効用
を聞かせてくれます。これからの
雪のシーズンは、水平足踏み体操
をおすすめします。座布団１枚の
広さがあれば､ お部屋でもできる
体操です。
　市内外を歩くと人と出会いま

す。まず、明るく気持ちよく優し
いあいさつをしましょう。温かい
あいさつには温かい返事が、優し
いあいさつには優しい返事が返っ
てきます。これが会話を生み、触
れ合いにつながるようで、その日
１日良い日を送れるようです。
　また、心も健康でありたいもの
です。そのために、笑うことを推
奨しています。笑うと脳内ホルモ
ンが分泌し、免疫力が向上すると
言われているほか、痛みを和らげ、
ストレスを解消する働きもあると
されています。健康長寿には笑う
のが一番です。明るく楽しく元気
よく生きる。歩くことはとっても
幸せなことです。

「健康長寿」は歩いて笑うのが一番
■ 問合せ／スポーツ課健康スポーツ担当☎ 22-5111

〈第32回〉

〈第 90 回〉 新型コロナウイルス感染症の診療と 
院内感染防止対策

■ 問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450
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小
お

田
だ

切
ぎ り

万
ま

寿
す

之
の

助
す け

（日本語訳）
　日本のクリスマスといえば、イ
ルミネーション、ケンタッキーの
クリスマスケーキなどが思い浮か
ぶでしょう。同じクリスマスでも、
日本と欧米のクリスマスには違い
がいくつかあります。
　例えば、ヨーロッパではクリス
マスケーキはケンタッキーから注
文せずに、家族と一緒に作ります。
また、アメリカではクリスマス
ケーキはあまり食べません。また、
日本ではクリスマスを友達や恋人
と一緒に過ごしますが、欧米では
実家に帰り、日本のお正月のよう
に家族と一緒に過ごすのが普通で
す。逆に、アメリカなどではお正
月は友達や恋人と過ごします。面
白いですね！

     In Japan, if you say Christmas 
things like light-up events and KFC 
Christmas cake come to mind. 
Christmas is also celebrated in 
western countries, but the way it is 
celebrated is different from that of 
Japan. 
    For  example,  in European 
countries, Christmas cake is usually 
made by the family instead of 
ordered from KFC, and Christmas 
cake is not usually eaten in America.
    Additionally, in Japan Christmas is 
usually spent with friends, whereas 
in western countries people usually 
celebrate with their  family  in 
their hometowns, much like the 
Japanese New Year’s. Similarly, New 
Year’s is celebrated with friends, as 
opposed to with family like in Japan. 
Interesting, isn’t it?

　小田切万寿之助は、慶応４年
（1868）に米沢藩の中級家臣であ
る与板組の小田切盛

せい
徳
とく
の長男とし

て生まれました。父盛徳は、明治
４年に司法省へと出仕し、のちに
元老院少書記官を務めるなど明治
新政府の官僚として活躍し、宮島
誠一郎らと上杉家相談人を務めた
米沢の有力者でした。
　万寿之助は米沢で生まれ、父の
上京により東京で幼少期を過ご
し、青年期には宮島誠一郎の息子
大
だい
八
はち
らと興

こう
亜
あ
会
かい
支
し
那
な
語
ご
学校・東京

外国語学校で支那語（中国語）を

米沢市国際交流員
タイラー・バートン

● バルバドスを知りましょう！
■ 日時／ 12 月 19 日㈯ 13 時 30
分～ 15時 30分

■	内容／国際理解&料理教室
■ 費用／会員 500円、非会員
　1,000 円
● 12 月の YIRA 交流講座
○英語交流講座 12月 9日㈬
○Weekend	English12月12日㈯
○おうちでカフェ 12月 14日㈪
○中国語交流講座 12月 15日㈫
※	詳細は YIRA 事務局まで。

米沢市国際交流協会（YIRA）
米沢市国際交流プラザ「アーカス」
置賜総合文化センター１階
☎ 33-9146 yira@omn.ne.jp
ホームページ／
www.yira-yonezawa.org

YIRA NEWS

学びました。明治 17 年、外務省
留学生として清

しん
国（現中国）北京、

のちに天
てん
津
しん
に留学しました。明治

20 年に朝鮮国仁
いんちょん
川領事館の書記

生に任じられ、明治 23 年には京
けい

城
じょう
公使館在勤となりました。朝鮮

国在勤中には、著書『朝鮮』を執
筆しています。
　明治 24 年に米国のサンフラン
シスコ、次いでニューヨーク在勤
となり、明治 29 年からは二等領
事となって清国杭

こうしゅう
州在勤となりま

した。杭州領事として日清講和条
約に伴う困難な交渉にあたり、翌

年の明治 30 年に上海領事となり
ました。上海在勤中、清国の実権
を握る西

せい
太
たい
后
ごう
に直言したため逮捕

状の出ていた官僚の文
ぶん
廷
てい
式
しき
の日本

亡命を斡旋します。また、上海鉄
路大臣とのパイプを生かした情報
入手により北清事変の暴動波及を
止めるなど、外交官として日清戦
争後の不安定な清国にあって国内
の秩序維持に尽力しました。明治
35 年には上海総領事に昇任し、
明治 38 年に外務省を退官するま
で務めました。

Masunosuke Odagiri
1868 - 1934

米沢藩中級家臣の家に生まれ、支那語を学んで
上海総領事などを務めた外交官

〈第27回 前編〉

Merry Christmas!
メリークリスマス！
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愛
の
武
将
隊 

市
役
所
訪
問

祝
・
10
周
年
、
甲
冑

新
た
に
い
ざ
出
陣
！

米
沢
東
高
校 

く
す
玉
贈
呈

米
東
元
気
玉
で
地
域

に
感
謝
と
元
気
を

米
沢
市
表
彰
式

米
沢
へ
の
多
大
な

貢
献
を
表
彰

山
形
大
学
包
括
連
携
協
定
締
結
式

個
性
豊
か
な
地
域

社
会
を
目
指
し
て

11

火
３

10

火
20

10

水
28

11

月
2

　
米
沢
東
高
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん

が
作
成
し
た
く
す
玉
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
米
東
元
気
玉
」
と
名
付

け
ら
れ
た
く
す
玉
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
で
影
響
を
受
け
た
人
に
、
勇

気
と
元
気
を
届
け
た
い
と
の
思
い

で
、
同
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
制
作
し
、
市

役
所
を
は
じ
め
、
米
沢
警
察
署
や

図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
に
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
市
役
所
で
は
、
一

階
総
合
案
内
、
市
民
課
窓
口
な
ど

に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
来
庁

の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
本
市
の
市
政
発
展
に
長
年
尽
力

さ
れ
た
人
を
た
た
え
る
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
功
績
者
１
人
、
功

労
者
５
人
、
平
田
東
助
章
１
人
、

技
能
功
労
者
４
人
に
対
し
て
市
長

か
ら
表
彰
が
あ
り
、
各
種
団
体
代

表
者
な
ど
約
１
０
０
人
の
参
加
者

が
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
は
、
市
内
在

住
の
星ほ
し

野の

す
み
れ
さ
ん（
フ
ル
ー

ト
）
と
米
沢
Ｉい
じ
ゅ
う

Ｊ
Ｕ
応
援
大
使
の

福ふ
く
田だ

直な
お
樹き

さ
ん（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）に

よ
る
祝
賀
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、

晴
れ
や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
県
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
担
う
「
や

ま
が
た
愛
の
武
将
隊
」
が
市
役
所

を
訪
問
し
、
今
後
の
活
動
の
決
意

表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
愛
の
武
将
隊
は
、
大
河
ド
ラ
マ

「
天
地
人
」
が
放
送
さ
れ
た
翌
年

の
平
成
22
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年

で
10
周
年
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
新

調
し
た
直
江
兼
続
公
の
甲
冑
と
共

に
、
こ
れ
か
ら
も
米
沢
や
山
形
の

魅
力
発
信
に
尽
力
し
て
い
く
こ
と

を
宣
言
し
ま
し
た
。
最
後
は
、
参

加
者
全
員
で
勝か
ち

鬨ど
き

を
上
げ
、
Ｐ
Ｒ

活
動
の
充
実
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　
活
力
あ
る
個
性
豊
か
な
地
域
社

会
の
形
成
と
発
展
を
目
指
し
、
山

形
大
学
米
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
同
キ
ャ

ン
パ
ス
は
「
教
育
・
文
化
・
産
業

の
振
興
」
や
「
人
材
育
成
」
な
ど
、

７
つ
の
項
目
で
本
市
と
連
携
し
、

情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ

く
り
分
野
で
も
覚
書
が
締
結
さ

れ
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
医
療
の
産
業

創
出
に
向
け
た
実
証
実
験
な
ど
、

３
つ
の
内
容
で
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。



23 2020.12.1

広
告

「まちの話題」で取り上げてほしい写真や情報をお待ちしています。
お気軽にお問い合わせください。　■問合せ／秘書広報課広報広聴係�☎ 22-5111

米
沢
市
動
画
課
発
足

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

米
沢
の
魅
力
を
発
信

交
通
安
全
啓
発
活
動

夕
暮
れ
夜
間
の
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
る

11

木
12

11

火
10

魅力を発信「米沢市動画課」発足
　今号の特集で
は、今年で結
成 47 年目の三
沢母子愛育班の
活動を取り上げ
ました。以前は
県内にも他に愛育班が
あったそうですが、今
では唯一、三沢地区の
愛育班しか活動してい
ないとのことです。
　赤ちゃん訪問では、
三沢地区の家庭へお邪
魔し、お母さんとのや
りとりなどを取材しま
した。お母さんになっ
たばかりの人にとって、
愛育班のような存在は
心強いのではないかと
感じました。（東條）

　
買
い
物
客
を
対
象
と
し
た
「
夜

光
反
射
材
啓
発
活
動
」
が
イ
オ
ン

米
沢
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

啓
発
活
動
は
、
11
月
１
日
㈰
か
ら

10
日
㈫
ま
で
の
「
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間
」
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
、「
交
通
安
全
母

の
会
」
の
推
進
員
や
米
沢
警
察
署

員
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
暮
れ
が
早
い
こ
の
季
節
。「
夜

光
反
射
材
の
着
用
を
」
な
ど
と
買

い
物
客
に
声
を
掛
け
、
チ
ラ
シ
や

反
射
シ
ー
ル
な
ど
計
２
０
０
セ
ッ

ト
の
物
品
を
配
り
な
が
ら
、
交
通

事
故
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
学
生
と
市
民
、
市
役
所
が
協
働

で
取
り
組
み
、
本
市
の
魅
力
発
信

動
画
を
作
成
す
る
「
米
沢
市
動
画

課
」の
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
課
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人

に
米
沢
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
市
職
員
や
旅
館
経
営
者
、

学
生
な
ど
の
有
志
16
人
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
織
物
の
紹
介
や
グ
ル

メ
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、
学
生
や
市
民

の
自
由
な
発
想
を
も
と
に
企
画
を

立
ち
上
げ
、Y

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouTube

チ
ャ
ン

ネ
ル
へ
定
期
的
に
動
画
を
公
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
先
日
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
「
米
沢
市
動
画
課
」
を

発
足
し
ま
し
た
。
取
り
組
み

に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
市
民
、

学
生
、
市
職
員
が
協
働
で
米

沢
紹
介
動
画
を
制
作
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て

い
く
も
の
で
す
。
以
前
の
市

長
コ
ラ
ム
で
も
お
伝
え
し
た

「
地
方
創
生
実
践
塾
in
山
形

県
米
沢
市
」
に
、
私
が
感
銘

を
受
け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

　
９
月
に
伝
国
の
杜
で
開
催

さ
れ
た「
地
方
創
生
実
践
塾
」

で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
受

講
生
達
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｔ
大
学
教

授
谷や

中な
か

修し
ゅ
う
吾ご

講
師
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
動
画
・
写
真
を

駆
使
し
た
地
域
宣
伝
活
動
の

技
法
を
学
び
、
実
際
に
市
内

散
策
を
し
て
、
地
元
民
で
は

気
づ
か
な
か
っ
た
よ
う
な
視

点
で
米
沢
宣
伝
戦
略
を
発
表

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に

地
元
の
学
生
が
制
作
し
た
と

い
う
、
生
き
生
き
と
し
た
存

在
感
の
あ
る
米
沢
市
紹
介
動

画
も
拝
見
し
、
地
域
資
源
を

掘
り
起
こ
し
、
動
画
で
地
域

の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
魅

力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
に

可
能
性
を
感
じ
た
の
で
す
。

　
米
沢
の
良
さ
を
伝
え
、
多

く
の
方
に
来
訪
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
今
後
「
米
沢
市

動
画
課
」
で
は
、
自
由
な
発

想
を
取
り
入
れ
な
が
ら
動
画

を
制
作
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス

「YouTube

」
で
公
開
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
文

字
・
動
画
・
画
像
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
投
稿
で
き
る

「T

ツ
イ
ッ
タ
ー

w
itter

」
で
も
情
報
発
信

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
「
米
沢
市
動
画
課
」
で

検
索
し
、
皆
さ
ん
で
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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選
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木
遺
産

沢
米

産
遺

〜
未
来
に
伝
え
た
い

　
　先
人
の
挑
戦
と
創
造
〜

北

万世大路

東北中央
自動車道

米沢市← →福島市

栗子隧道
（初代、2代目）

（３代目）

（４代目）

栗子隧道の米沢側坑口には、国道 13号
線の看板を目印に行くことができます
（途中徒歩のみ）。

国道 13号
栗子ハイウェイ

▲栗子隧道の米沢坑口（初代（右）と 2代目（左）が並ぶ）

人
と
地
域
、
そ
し
て
未
来
を
つ
な
ぐ
道

　
万
世
大
路
は
、
米
沢
～
福
島
間
を
結
ぶ
重

要
な
幹
線
道
路
で
す
。
初
代
は
、
明
治
初
期

の
統
一
山
形
県
初
代
県
令
三み

島し
ま

通み
ち

庸つ
ね

と
統
一

福
島
県
初
代
県
令
山や
ま
よ
し吉

盛も
り
す
け典

に
よ
っ
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
明
治
９
年
、三
島
と
山
吉
は
、

こ
の
区
間
に
荷
馬
車
道
を
新
設
す
る
こ
と
で

両
県
の
交
流
が
促
進
・
発
展
す
る
と
し
、
当

時
と
し
て
は
極
め
て
大
規
模
な
道
路
工
事
を

両
県
共
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
明
治
14
年
に
完
成
し
た
道
路
は
全
長
48
・

３
㎞
に
及
び
、
栗
子
隧ず
い
ど
う道

な
ど
５
本
の
ト
ン

ネ
ル
と
相
生
橋
な
ど
30
数
か
所
の
橋
梁
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
県
境
の
栗
子
隧

道
は
、
８
７
６
ｍ
と
い
う
当
時
日
本
最
長
の

ト
ン
ネ
ル
で
し
た
。
当
初
は
鑿の
み
と
金か

な
づ
ち槌
に
よ

る
手
掘
り
で
あ
っ
た
た
め
工
事
は
遅
々
と
し

て
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
明
治
11
年
に
当

時
世
界
に
３
台
し
か
な
か
っ
た
米
国
製
の
削

岩
機
を
導
入
す
る
こ
と
で
作
業
効
率
が
改
善

し
、
明
治
13
年
10
月
に
貫
通
し
ま
し
た
。
明

治
14
年
10
月
３
日
、
明
治
天
皇
を
迎
え
て
開

通
式
が
催
さ
れ
、
翌
年
に
明
治
天
皇
よ
り

「
萬
世
大
路
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
32
年
に
米
沢
～
福
島
間
の
鉄
道
が
開

通
す
る
と
、
初
代
の
万
世
大
路
は
寂す
た
れ
た
こ

と
か
ら
、
昭
和
８
年
か
ら
自
動
車
が
通
行
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
改
良
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
昭
和
12
年
に
完
成
し
た
２
代
目
の
万

世
大
路
は
、
初
代
の
栗
子
隧
道
が
米
沢
側
坑

口
か
ら
60
ｍ
の
と
こ
ろ
で
カ
ー
ブ
し
て
い
た

た
め
、
ま
っ
す
ぐ
に
新
た
な
ト
ン
ネ
ル
を
掘

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
米
沢
側
に
は
明
治

と
昭
和
の
坑
口
が
２
つ
並
ん
で
い
ま
す
。

　
昭
和
30
年
代
に
入
り
増
大
す
る
自
動
車
交

通
に
対
応
す
る
た
め
、
西
栗
子
ト
ン
ネ
ル
と

東
栗
子
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
ル
ー
ト
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
41
年
に
完
成
し
た
３
代
目

の
万
世
大
路
は
、
現
在
の
国
道
13
号
栗
子
ハ

イ
ウ
ェ
イ
で
す
。

　
平
成
29
年
11
月
４
日
に
開
通
し
た
東
北
中

央
道
は
、
万
世
大
路
の
４
代
目
と
な
る
も
の

で
、
３
代
目
の
道
路
と
共
に
現
在
の
我
々
の

生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

万
世
大
路
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

　
万
世
大
路
は
、
山
形
県
の
近
代
化
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。
平
成
８
年
に
文
化
庁
選

定
「
歴
史
の
道
百
選
」
と
し
て
「
万
世
大
路

栗
子
峠
越
」
が
選
定
さ
れ
、
平
成
24
年
に
は

土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
令
和
２
年
に
は
「
未
来
に
伝

え
る
山
形
の
宝
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
万
世
地
区
の
全
戸
と
賛
助
会
員
で
構
成
さ

れ
る
「
歴
史
の
道
土
木
遺
産
萬
世
大
路
保
存

会
」
で
は
、
先
人
た
ち
の
万
世
大
路
へ
の
思

い
を
継
承
し
、
未
来
に
伝
え
る
活
動
が
精
力

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

初代
明治 14 年に開通した万
世大路の栗子隧道（延長
876m）は、日本初の長大
トンネルで、標高 880m
を通過していました。

2 代目
昭和の時代に入り、車
が通れる道に大改築さ
れ、 昭 和 12 年 に 完 成
（870m)。しかし、冬期
の５か月間は交通不能で
した。

3 代目
ルートを見直し西栗子ト
ンネル（2,675 ｍ）と東
栗子トンネル（2,376 ｍ）
による国道 13号（栗子ハ
イウェイ）になりました。

４代目
３代目トンネルに比べ坑
口標高を約 190m下げる
ことにより、「より信頼性
の高い・雪に強い」道路
になりました。


